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⑪
子
供
相
撲(
三
善
地
区
)

=
一
善
の
多
田
区
で
は
、
毎
年
子
供
相

撲
を
秋
葉
神
社
境
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
¥
子
供
た
ち
な
ど
四
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
子
供
相
撲
の
起
こ
り
は
、
明
治

初
期
、
多
田
区
で
火
事
が
多
発
し
た
た

め
、
火
の
守
り
神
で
あ
る
秋
葉
神
社
に

相
撲
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

大
人
は
土
俵
の
回
り
で
観
戦
し
な
が
ら
、

御
龍
り
を
す
る
、
地
区
の
伝
統
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
¥
五
人
抜
き
な
ど
の
勝
ち

抜
き
戦
を
行
い
、
勝
者
に
は
ボ
デ
ン
(
主
月

竹
の
先
端
に
御
幣
を
は
さ
み
水
引
で
縛

る
)
が
与
え
ら
れ
、
子
供
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
笑
い
声
が
一
日
続
い
て
い
ま
し

た。次
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おおず

日
本
の
健
康
保
険
制
度

主
と
し
て
次
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

。
日
一
雇
労
働
苔
健
康
保
険
を
廃
止
し
、

対
象
主
は
健
康
保
険
に
加
入
す
る
0

0
健
康
保
険
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
本
人
の
医
療
費
負
担

を
、
(
割
臼
己
負
担
と
す
る
。

。
健
康
保
険
、
各
種
共
済
組
合
を
退
職

し
た
人
(
年
金
受
給
者
な
ど
)
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
、
退
職
者
医
療
制

度
を
創
設
す
る
。

O
高
額
頻
養
費
に
つ
い
て
、
世
帯
合
算

な
ど
の
負
担
軽
減
を
行
う
。

O
任
意
継
続
組
合
員
制
度
に
特
例
を
設

け
る
。

種 類 加入対象者

国民健康保険
農業、自営業、退職し
たサラリーマンなど

2 健 康 保 険
会社づとめをしてい|
る人(サラリーマン)1 

3 国家公務員共済組合 国家公務員

4 
公共企業体職員

電々公社などの職員ま土 済 組 メ口〉、

5 
地方公務員等

県や市町村の職員
共済組合

6 
私立学校教職員 私立学校につとめて
士ノ士、 済 組 E口L いる人

7 船 員 イ呆 険 船乗りの人

決まった会社にっと
8 日雇労働者健康保険 めず工事現場などで

働いている人
」一一

広報

今までの健康保険制度

か
ら
は
診
療
の
た
び
に
、
か
か
っ
た
医

療
費
の
額
の
一
割
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
族

に
つ
い
て
は
、
外
来
三
割
入
院
二
割
の

負
担
率
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2 

退
職
後
の
任
意
継
続

に
特
例

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
定
年
退
職
な
ど
し

た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
せ
ず

元
の
保
険
に
任
意
継
続
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
二
年
間
で
あ
っ
た
こ

の
継
続
期
聞
が
五
十
五
歳
以
上
の
退
職

者
に
つ
い
て
は
特
例
を
設
け
、
六
十
歳

に
な
る
ま
で
の
期
間
(
最
高
五
年
間
)

継
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元

の
保
険
を
継
続
し
た
場
合
の
一
部
負
担

額
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
様
」
割
と
な

り
ま
す
勺



退
職
者
医
療
制
度
の
創
設

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
長
い

間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
か
ら
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

人
と
そ
の
家
族
は
、
七
十
歳
に
な
っ
て

老
人
保
健
に
移
る
ま
で
「
退
職
者
医
療

制
度
」
と
い
う
新
し
い
制
度
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

創
設
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
退
職
者
が
国
保
(
国
民
健
康
保
険
)

に
加
入
す
る
場
合
、
所
得
が
減
り
負

担
能
力
が
低
下
す
る
上
に
、
体
力
が

衰
え
医
療
費
が
か
さ
み
、
国
保
会
計

を
圧
迫
す
る
。

②
こ
れ
ら
の
人
は
、
若
い
元
気
な
問
、

おおず

一部負担額の比較

広報

後

入院

正

かかった医療費の 1割

ただし、 1部の病院ではか

改

800円

l日500円

( 1か月)

いままで

初診H寺

かった医療費が 3，500円以

下の場合は次の額

111，500円以下

サラリーマン

本人

健
康
保
険
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
。

③
以
上
の
こ
と
か
ら
、
健
康
保
険
や
各

種
共
済
組
合
か
ら
財
源
を
拠
出
さ
せ
、

国
保
会
計
を
圧
迫
す
る
こ
と
な
く
、

や
や
有
利
な
給
付
を
行
う
。

こ
の
制
度
の
該
当
者
と
自
己
負
担
割

合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

該

当

者

。

本

人

国
保
加
入
者
の
う
ち
(
老
人
保
健
対

象
者
を
除
く
)
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

な
ど
か
ら
老
齢
(
退
職
)
年
金
な
ど
の

支
給
を
受
け
る
人
。
た
だ
し
、
通
算
老

齢
年
金
の
受
重
吾
、
国
民
年
金
以
外

100円

J
 

円
ハ川

υ
ハH
U

η
ぺ
υ

自営業の人

とその家族

200円1 ， 501 円 ~2 ， 500円

2 ， 501 円 ~3 ， 500円

変わらず

変わらず

3割

2割

3割

外来

入院

外来

、1lf
/

並
ハ
て

種
し
各
入
、
加

融
合
人

康
組
る

健
済
い

，fl
h
t

、

サラリーマン

の家族

の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
期
聞
が

二
十
年
以
上
あ
る
か
、
四
十
歳
以
降
の

期
間
が
十
年
以
上
で
あ
る
人
。

O
そ
の
家
族

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た
人
の

家
族
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
入
が
被
扶

養
者
と
し
て
、
こ
の
制
度
に
加
入
で
き

ま
す
。
-
本
人
の
三
親
等
以
内
の
親
族
(
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
孫
、
弟
、
妹
な
ど
)

・
同
一
の
世
帯
に
属
し
、
主
と
し
て
退

職
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

る
人
。

自
己
負
担
割
合

退
職
者
本
人
外
来
"
入
院
二
割

そ
の
家
族
外
来
三
割
入
院
二
割

2割

2部

3割

2割

外来

入院

外来

入院

3割

3割

3割

3割

3言。

入院

外来

入院

外来

入院

/国民健康保険に加1
¥入している人 / 

退職サラリー

マンの家族

退職サラリー

マン

/退職者医療制度に1
¥該当する人 / 

高
額
療
養
費
の
改
正

高
額
療
養
費
と
は
、
医
療
機
関
な
ど

に
か
か
っ
た
と
き
、
白
己
負
担
額
が
五

万
一
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超

え
た
額
を
払
い
戻
し
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
が
、
全
て
の
保
険
制
度
で
同
じ
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。
次
表
の
通
り
で
す
。

比較

し、 ま ま で 改 正 f善主

同じ月に同じ病院で (1) 自己負担限度額 51，000円

自己負担限度額 51，000円 イジ (低所得者) 30，000fIJ 

/¥低所得者の ) 15，000円
(2) 同一世帯で同じ月に 2人以上の自己負

// 
-tTラリーマノ 担が30，000円以上の場合、合算し負担限

。 /\低川 l~f.tの¥) 39，000円 度額を世帯単位で、51，000円とする。
1'1';;;業庁

(3) 1年内に同一世帯で4凶以上高額療養

費の支給があった場合、 4回目以降は、

負担限度額を30，000円とする。

(4) 特定の疾病により、長期高額な治療を

受ける人は、自己限度額を10，000円とす

る。

3 

の額療養費吉
岡



おおず広報

今
年
も
恒
例
の
「
秩
の
全
国
火
災
予

防
運
動
L

が
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

十
二
月
二
日
ま
で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。こ
の
季
節
に
な
る
と
、
年
末
を
控
え

な
に
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
な
リ
、
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
使
用
回
数
も

多
く
火
災
の
発
生
件
数
も
ふ
~
え
ま
す
。

大
切
な
人
命
や
財
産
を
奪
、
つ
火
災
を
な

く
す
た
め
、
こ
の
運
動
を
通
じ
、
市
民

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
リ
の
防
火
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

4
一
瞬
に
し
て
財
産
が
失
な
わ
れ
ま
す

大
洲
市
の
泌
氏
側
火
状
況

今
年
一
月
か
ら
九
月
末
ま
で
に
、
市

内
で
発
生
し
た
火
災
は
二
十
件
で
す
。

咋
年
一
年
間
で
発
生
し
た
火
災
件
数
十

九
件
を
す
で
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
二
十
件
の
火
災
に
よ
っ
て
、
七
千
百

九
十
万
円
あ
ま
り
が
灰
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
被
害
の
内
訳
は
、
建
物
火
災
が

十
一
件
(
損
害
七
千
百
五
十
三
万
円
)
、

林
野
火
災
が
七
件
(
損
害
三
十
七
万
円
て

そ
の
他
の
火
災
(
墓
地
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
な
ど
)
が
二
件
(
損
害
六
万
円
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
発
生
原
肉
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の

が
下
の
図
に
な
り
ま
す
。
発
生
件
数
二

十
件
の
内
、
た
き
火
が
八
件
、
か
ま
ど

の
火
が
三
件
、
た
ば
こ
の
火
が
二
件
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
き
火
に

よ
る
も
の
が
全
体
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト

と
高
い
出
火
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
数

年
前
か
ら
、
大
洲
市
の
出
火
原
因
は
た

ば
こ
の
火
を
扱
い
て
、
た
き
火
が
ト
y

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
た
き
火
な
ど
を
す
る
機

会
が
増
え
ま
す
が
、
水
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
て
お
く
な
ど
十
分
な
心
く
ば
り
を
し

t
i
 

k
 

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
火
遊
び
は
誰
の
責
任

子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、
全

国
的
に
火
災
原
因
の
多
く
の
割
合
を
占

め
て
い
ま
す
。
子
供
へ
の
つ
防
火
の
し

つ
け
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一一

1
六
歳
位
の
年
齢
の
子
供
に
と
っ

て
、
「
火
」
と
は
不
思
議
な
興
味
の
対
象

たき火
8件
40% 

と
な
る
ら
し
く
、
恐
が
る
反
面
、
自
分

で
使
っ
て
み
よ
う
と
す
る
心
理
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
火
遊
び

に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
が
、
子
供
の
火

遊
び
に
よ
る
火
事
は
初
期
消
火
が
で
き

に
く
い
場
合
が
多
く
、
ど
う
し
て
も

~
丸
焼
け
u

の
ケ
i
ス
が
増
え
ま
す
。
当

然
、
子
供
そ
の
も
の
の
生
命
に
も
危
険

が
及
ぶ
わ
け
で
、
こ
の
幼
児
期
の
H

防

火
の
し
つ
け
山
は
何
を
お
い
て
も
優
先

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
た
だ
叱
る
だ
け
、
あ
ま
や

か
す
だ
け
で
は
子
供
の
し
つ
け
は
で
き

ま
せ
ん
。
「
火
し
と
は
、
正
し
く
さ
え

使
え
ば
安
全
で
役
に
立
ち
、
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
観
点
か

ら
話
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、

原因別出火率

で
き
る
だ
け
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど

は
、
幼
児
の
手
の
届
き
に
く
い
所
に
お

く
習
慣
を
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

た
き
火
や
夏
の
花
火
な
ど
、
子
供
が

火
を
使
っ
て
い
る
時
は
、
常
に
大
人
の

眼
が
行
き
届
い
て
い
る
よ
う
心
が
け
て

下
さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
子
供
に
限
ら

ず
見
知
ら
ぬ
子
供
で
あ
っ
て
も
、
危
険

な
火
遊
び
を
し
て
い
る
場
合
な
ど
厳
し

く
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

運
動
期
間
中
川
の
行
事

大
洲
消
防
本
部
で
は
、
運
動
期
間
中

多
彩
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
行

事
は
次
の
通
り
で
す
。

十
一
月
二
十
五
日

O
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

(
新
谷
町
内
、
新
谷
小
)

O

婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
消
火
訓
練
(
新

谷
婦
人
ク
ラ
ブ
)

十
一
月
二
十
六
日

5
十
二
月
二
日

O
防
火
診
断
(
独
居
老
人
、
身
体
障

害
者
宅
な
ど
)

O

防
火
ポ
ス
タ
ー

展
覧
会
(
農
協
、

A
コ
l
プ
大
洲
庖
)

O
広
報
活
動
(
有
線
放
送
な
ど
)

十
一
月
二
十
九
日

O
防
火
管
理
者
研

修
会
(
市
民
会
館
中
ホ
l
ル
)

十
二
月
二
日

O

一
般
家
庭
防
火
診
断

(
平
野
婦
人
ク
ラ
ブ
)

そ
の
他
、
模
疑
火
災
訓
練
(
老
人
福
祉

施
設
な
ど
て
防
火
パ
レ
ー
ド
(
市
内
一

円
)
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

防
火
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
大
洲
地

区
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
へ

宮
⑫
2
6
6
5

4一



至
菅
田

一
身
体
障
害
者
福
祉
法
が
一
部
改
正
さ

一
れ
、
従
来
の
も
の
に
加
え
て
次
の
障
害

一
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

一
①
ぼ
う
こ
う
機
能
障
害

一
②
直
腸
機
能
障
害

一
該
当
す
る
人
は
、
十
月
一
日
よ
り
受

一
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
市
福
祉
事
務

一
所
ま
で
申
請
の
手
続
き
な
ど
わ
聞
い
合

一
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

宮

⑪

2
1
1
1
内
線
2
7
5

大
洲
肱
南
ク
ラ
ブ
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

母
子
世
帯
小
口
一
資
金
貸
付
が

父
子
家
庭
に
も
適
用

身
体
障
害
者
の

範
囲
拡
大

転

大
洲
市
で
は
、
市
内
の
母
子
家
庭
に

対
し
て
、
一
時
的
な
生
計
資
金
に
と
、

一
人
一
回
に
つ
き
五
万
円
以
内
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
適
用
を
父
子
家
庭
に
拡

大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
市
福
祉
事

務
所
ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
7
2

が 移

育成園(市木)横へ

園洲学

大洲中央病院

文
部
大
臣
表
彰

に
J

大

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
大

計
洲
肱
南
ク
ラ
ブ
が
文
部
大
臣
表
彰
を
一

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
社
会
体
育
優

良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
山

全
国
で
六
十
四
団
体
が
受
一

賞
し
、
さ
る
十
月
東
京
で
叫

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前

大
洲
肱
南
ク
ラ
ブ
(
代
町

表
者
小
野
三
重
子
さ
ん
)
同

は
、
昭
和
四
十
年
五
月
一
一

日
に
結
成
さ
れ
、
現
在
ま
叶

で
市
の
中
心
的
ク
ラ
ブ
と
目

し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
一

現
在
、
会
員
は
二
十
五
人

で
、
毎
週
二
回
南
中
学
校

体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま

す。

大
洲
学
園
が
来
年
か
ら
、
大
洲
市
市

木
の
育
成
園
横
に
移
転
し
ま
す
。

十
月
二
十
三
日
に
、
大
洲
市
市
木
の

育
成
園
横
の
建
設
予
定
地
で
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
近
田
市
長
ほ
か
関
係

者
三
十
人
が
出
席
し
て
、
工
事
の
無
事

を
祈
り
ま
し
た
。

大
洲
学
園
は
精
神
薄
弱
児
施
設
で
、

現
在
五
十
五
人
の
児
童
な
ど
が
入
国
し

一
二
…
掴
て
い
ま
す
。
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識

三
ψ

科
技
能
を
学
習
さ
せ
、
保
護
す
る
の
が
目

一
ハ
成
的
で
す
。
現
在
の
施
設
は
昭
和
三
十
六

J
一

完

ー

;

H

1

一
一
企
年
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
み
改
築

が
望
ま
れ
で
い
ま
し
た
。

移
転
改
築
さ
れ
る
建
物
は
、
本
館
棟
・

指
導
棟
・
作
業
棟
に
分
か
れ
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
で
床
面
積
二
千
八
十
一
平

方
ぷ
で
す
。
総
工
費
は
二
億
七
千
四
百

万
円
で
来
年
度
当
初
に
完
成
の
予
定
で

ι
9
0
 改

築
さ
れ
る
施
設
は
成
人
部
(
十
八

歳
以
上
)
と
児
童
部
(
十
七
歳
以
下
)

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員
が

四
十
人
と
三
十
人
で
計
七
十
人
が
利
用

定
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
移
転
後
、
新

し
く
十
五
人
の
入
所
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

おおず広報



した 1日-

一市民運動会-

企優雅にやっているようですが、一生懸命です。

ル
ち
u 
つ
子
大
集
正』

v年齢別リレー、女性らしく?頑張ります。

企必死です/風船割り

宝
物

っ
て

6 



企余裕の、勝手Ij? 

A さあたのんだぞ/ボール送り

一いい汗流

「ガンバレー/J大きな声援が

飛びかう中、選手たちが走り、投

げます。地区の優勝を目指して、

12地区の選手が汗を流します。

市民運動会が10月14日、喜多小

学校で4，000人の参加のもと行わ

れました。 今年は、柳沢地区が、

2年連続優勝しました。

そんな1日を、力メラでおって /， 

みました。

企地区の声援を一身に受けて、走る 。走る 。

-7-



おおず

い
土
地
取
引
に
は
届
出
を

広報

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
利
用
計
画
法

と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
、
契
約
を
し
よ

う
と
す
る
日
の
六
週
間
前
ま
で
に
そ
の

土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
を
経
由
し
て

知
事
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。届
出
を
必
要
と
す
る
土
地
の
面
積

O
都
市
計
画
区
域
・
・
・
五
千
2m
以
上

O
そ
の
他
の
区
域
・
:
一
万
2m
以
上

こ
の
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を

し
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
六
か

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
た
り
、
税
法
上
の

特
典
が
う
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
県
都
市
計
画
課
(
宮
0
8

9
9
0
2
1
1
1
)
ま
た
は
市
総
務
財

政
課
(
宮
⑪
2
1
1
1
)
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
給
領
収
証
を
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

愛
媛
県
で
は
、
十
一
月

二
十
日
か
ら
十
二
月
十
九

日
ま
で
の
一
か
月
間
公
給

領
収
証
完
全
発
行
強
調
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

料
理
底
、
パ

i
、
キ
ャ
バ

レ
ー
、
飲
食
屈
、
旅
館
な

ど
で
遊
興
、
飲
食
、
宿
泊
、

休
憩
な
ど
を
し
、
料
金
を

支
払
っ
た
と
き
は
必
ず
領

収
証
を
受
け
取
り
、
こ
の

運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、

必
ず
公
給
領
収
証
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

士蕩 戸斤
経長王者が客に公給領収証を発

行しなければならない場合

料王里 j吉
料金の多少にかかわらずすべての場ノ，
メ仁〉3、

キャノfレー

飲食底 1人 1回の料金が 2，500円を超える
スナ yク等 場合

01人 1治 2食の料金が 5，000円を
超える場合
。宿泊客の 1泊 2食以外 の料金が
の飲食 2，500円

主気 長官 o宿泊客の昼食 を超える

宿泊客以外の者の飲食 場合

休食等

0割烹旅館にあ、ける飲食、休憩等は
すべての場合

r ¥ 

こ
れ
か
ら
年
末
に
む
け

て
、
多
量
の
郵
便
物
が
出

ま
わ
り
ま
す
が
、
あ
て
名

の
不
完
全
な
も
の
が
あ
り

ま
す
と
、
配
達
員
(
特
に

ア
ル
バ
イ
ト
生
)
が
苦
労

し
ま
す
。

郵

便

物

が

早

く

、

正

確

日

月

日

日

i
ロ
月
末

に

配

達

さ

れ

る

た

め

に

次

現

在

、

厚

生

年

会

血

保

険

・

の

点

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

。

船

員

保

険

の

加

入

者

で

そ

一

、

あ

て

名

は

、

肩

書

、

の

期

聞

が

3
年
以
上
あ
る

番

地

ま

で

詳

し

く

書

い

人

。

(

国

民

年

金

通

算

可

)

で

く

だ

さ

い

。

年

6
・
0
%

二
、
団
地
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト

2
7
0
万
円
1
1
0
0
0

な

ど

の

人

に

は

、

団

地

名

、

マ

ン

シ

万

円

ヨ

ン

名

、

ア

パ

ー

ト

名

の

ほ

か

、

棟

住

宅

新

築

、

新

築

・

中

古

番

号

、

室

番

号

を

必

ず

書

い

て

く

だ

住

宅

の

購

入

、

増

築

・

修

さ

い

。

繕

改

良

の

た

め

の

資

金

三

、

子

供

あ

て

の

も

の

に

は

、

「

ハ

む

申

込

先

最

寄

り

の

銀

行

、

農

協

ハ

門

遥

方

」

と

肩

書

を

書

い

て

く

だ

詳

し

く

は

、

愛

媛

県

年

金

福

祉

協

会

さ

い

。

な

わ

、

詳

し

い

変

更

内

容

は

、

日

月

ま

で

0
2
0
8
9
9
⑪
7
6
6
7

…

|

お

互

い

に

相

手

の

立

場

を

考

え

て

家

庭

内

(

結

婚

、

夫

婦

、

親

子

、

北

山

婚

、

相

続

、

扶

養

な

ど

)

の

問

題

や

隣

…

…

豊

か

な

人

間

関

係

を

つ

く

ろ

う

|

近

所

と

の

も

め

ご

と

、

借

地

借

家

の

問

…

…

題

な

ど

で

困

っ

て

い

る

人

は

、

近

く

の

山

一

第

三

十

六

回

人

権

週

間

十

二

月

四

日

1
十
日
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
に
ご
相
談
く
…

…

人

権

週

間

は

、

国

民

一

人

ひ

と

り

が

の

な

い

よ

う

心

が

け

た

い

も

の

で

す

。

だ

さ

い

。

…

…
H

人
権
υ

と
い
う
も
の
を
再
認
識
し
、
今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
「
人
権
の
な
お
、
大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
…

一
ま
た
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人
共
在
i
お

互

い

に

相

手

の

立

場

を

考

え

次

の

人

で

す

。

…

…
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
し
て
み
る
て
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
」
、
兵
頭
義
高
(
大
洲
)
⑫
2
0
5
6
…

…

週

間

で

も

あ

り

ま

す

。

「

部

落

差

別

を

な

く

そ

う

」

、

「

婦

人

の

大

川

教

子

(

平

野

)

⑪

6
7
3
9
一

一
私
た
ち
が
、
豊
か
な
日
常
生
活
を
営
地
位
を
高
め
よ
う
L

、
「
障
害
者
の
完
全
伊
達
鹿
芳
(
菅
田
)
⑫
5
1
3
7
…

…
む
た
め
に
は
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
し
の
四
項
矢
野
嘉
彦
(
新
谷
)
⑫
0
4
7
4
…

…
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と
目
を
強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。
兵
頭
典
次
(
八
多
喜
)
@
0
4
9
3
…

第/便局》/ら/ぉ瓶、/

四
、
郵
便
を
差
し
出
す
場
合
、
差
出
人

の
住
所
、
氏
名
も
省
略
し
な
い
で
詳

し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。
(
受
取
人

は
、
こ
の
郵
便
物
を
あ
て
名
に
し
て

返
事
な
ど
を
書
き
ま
す
。
)

五
、
郵
便
番
号
も
忘
れ
ず
、
正
確
に
書

い
で
く
だ
さ
い
。

電
気
の
検
針
・
集
金
日

が
変
わ
り
ま
す
。

平
野
・
南
久
米
・
高
山
地
区

四
国
電
力
で
は
毎
月
所
定
の
日
に
、

検
針
・
集
金
(
振
替
)
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
交
通
事
情
や
戸
数
の
増
加
な
ど
の

事
情
で
、
次
の
地
区
の
毎
月
の
検
針
目
、

集
金
日
(
振
替
日
)
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
す
る
地
区

平
野
、
南
久
米
、
高
山
地
区

の
検
針
時
に
「
チ
ラ
シ
」
で
お
知
ら
ぜ

し
ま
す
。

四
国
電
力
大
洲
営
業
所
宮
⑫
2
1
3
5

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
の

「
年
金
住
宅
融
資
」

受
付
期
間

資

格

貸
付
金
利

融

資

額

用

i会
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計
約
叫
ん
が
重
眠
法

見
た
目
に
は
汚
れ
て
い
な
い
シ
l
ツ

で
も
、
一
週
間
に
一
度
ぐ
ら
い
の
割
合

で
取
り
替
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ツ
を
取
り
替
え
る
と
き
、
シ
ワ

が
寄
ら
な
い
よ
う
に
よ
く
延
ば
し
ま
す
。

シ
l
ツ
を
ピ
ン
と
張
っ
て
お
く
と
、
清

潔
な
状
態
を
保
ち
や
す
い
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
床
ず
れ
の
予
防
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
冬
な
ど
は
、
病
人
が
寒

い
思
い
を
し
な
い
よ
う
前
も
っ
て
部
屋

を
暖
め
た
り
、
す
き
ま
風
が
入
ら
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ツ
交
換
の
順
序

交
換
は
、
左
右
半
分
ず
つ
行
い
ま
す
o

e病
人
を
横
向
き
に
し
、
背
中
側
半
分

の
汚
れ
た
シ

i
ツ
を
ゴ
ミ
が
散
ら
な
い

よ
う
内
側
に
丸
め
て
背
中
の
下
に
入
れ

る
(
イ
ラ
ス
ト
③
)
。

シ
ー
ツ
を
は
ず
し
た
部
分
の
マ
ッ
ト

や
敷
布
団
の
ゴ
ミ
を
払
う
。

おおず

づランノ部分は

汚れたシーツ

④ 

広報

九/

⑧ 

②
新
し
い
シ
!
ツ
の
中
央
を
敷
布
団
な

ど
の
中
央
に
合
わ
せ
、
は
ず
し
た
部
分

に
広
げ
る
。
残
り
半
分
は
外
側
に
丸
め

園:l)Oi毘長ヨ

左石半分ずつ~換し、

シワを延ばす

て
、
汚
れ
た
シ
l
ツ
の
下
に
押
し
込
む

(
イ
ラ
ス
ト
⑤
)
。

，噌h⑤ 

き
れ
い
な
シ

l
ツ

③
柄
人
を
反
対
向
き
に
し
、
き
れ
い
な

シ
I
ツ
の
上
に
移
す
(
イ
ラ
ス
ト
③
)
。

看
護
人
は
反
対
側
に
ま
わ
り
、
汚
れ

た
シ
l
ツ
を
は
ず
す
。

)
-
o仏
U
H
U
一

差

別

は

い

け

な

い

こ

と

だ

と

思

つ

で

C
「
|
|
1
1
1
1
1
1
1」
い
て
も
、
対
象
地
域
の
人
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
、
差
別
を
し
て
で
も
身
を
か

④
あ
と
か
ら
は
ず
し
た
側
の
マ
ッ
ト
、
開
ば
お
う
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

布
団
の
ゴ
ミ
を
払
う
。
相
う
し
た
こ
と
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
、

⑤
き
れ
い
な
シ
i
ツ
を
よ
く
延
ば
し
、
阿
川
つ
い
う
っ
か
り
ι

漏
ら
し
た
言
葉
や

病
人
を
仰
向
け
に
す
る
(
イ
ラ
ス
ト
③
)
。
間
態
度
だ
っ
た
と
言
い
訳
を
し
よ
う
と
し

閉
ま
す
が
、
こ
れ
は
許
さ
れ
な
い
差
別
そ

「
1
1
1
1
1
l
i
l
-
-
J

闘
の
も
の
で
す
。

一

ηヘ
ト
バ
山
ハ
ハ
一
榊
同
じ
星
の
下
に
生
ま
れ
、
生
き
て
い

一

/
U

一
時
る
人
間
同
志
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で

@
「
1
1
1
1
1
1
1
1し
時

淵
は
他
人
を
傷
つ
け
て
省
み
よ
う
と
も
し

シ
l
ツ
に
シ
ワ
を
寄
せ
な
い
よ
う
、
問
な
い
人
が
あ
り
、
他
方
で
は
そ
の
一
言

シ
i
ツ
の
四
隅
を
き
ち
ん
と
折
り
込
む
岬
葉
や
そ
れ
を
支
え
て
い
る
考
え
や
態
度

(

イ

ラ

ス

ト

⑤

)

。

の

た

め

に

、

差

別

に

苦

し

ま

な

け

れ

ば

な
ら
な
い
人
が
い
る
。
こ
の
現
実
を
ど

の
よ
う
に
見
極
め
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
差
別
に
無
関
心
な
人
が
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
社
会
が
、

い
ま
な
お
、
明
る
さ
正
し
さ
か
ら
は
縁

遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す。
悪
循
環
を
断
ち
切
ろ
う

そ
の
証
拠
が
、
「
部
落
地
名
総
鑑
し
ゃ

「
全
国
部
落
リ
ス
ト
し
の
発
行
の
ね
ら

い
や
購
入
者
の
考
え
に
表
わ
れ
て
い
る

てつ折
む
に

込

ス
J

う

し

~

/

/

よ

さ

~

↓

/

の
を
~
下
す
「
」

図

帰

~
E
4
1

を
の
②

角

下

方

¥

/

/

み

に

一

一

一

込

下

一

一

号

ι

り

を

で

~

一

折

側

/

語

の

足

五

時

ツ
と
る

一
側
れ

)

シ

頭

入

E-
〈
①

定云日
③以し込む

No.75 

同
じ
人
間
な
の
に

同
和
問
題
の
解
決
を

と
い
え
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
に

差
別
が
今
も
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
差
別

の
し
く
み
に
取
り
固
ま
れ
て
、
日
々
生

き
続
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す。
そ
れ
で
は
、
差
別
は
ど
う
い
う
所
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
、
同

和
問
題
に
対
す
る
無
関
心
や
傍
観
が
、

偏
見
を
育
て
、
差
別
を
生
み
ま
す
。
私

た
ち
は
誤
っ
た
考
え
や
認
識
を
い
つ
ま

で
も
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
も
、
た
だ
単
な
る
表
面
的
な
理
解
で

な
く
、
同
和
問
題
の
解
決
の
筋
道
を
追

っ
て
理
解
す
る
努
力
を
続
け
な
く
て
は
、

差
別
を
な
く
す
行
動
に
結
び
つ
き
ま
せ

ん。
私
た
ち
は
、
本
当
に
人
間
と
し
て
等

し
く
認
め
ら
れ
る
生
活
を
し
て
こ
そ
幸

せ
と
い
え
ま
す
。
私
た
ち
が
本
気
に
な

っ
て
問
題
解
決
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
明
る
い
見
通
し
は
た
ち
ま

せ
ん
。
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おおず

祭
り
だ
っ
ッ
シ
ョ
イ
グ

広報

大
洲
商
工
ま
つ
り
が
華
や
か
に

十
月
二
十
九
日
か
ら
十

一
月
四
日
ま
で
市
内
各
地

で
内
第
三
十
七
回
大
洲
商

工
ま
つ
り
H

が
に
ま
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
市
制
三
十
周
年

記
念
と
い
う
こ
と
で
仮
装

カ
ー
ニ
バ
ル
も
行
わ
れ
祭

り
ム

i
ド
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
仮
装
カ
ー
ニ
バ
ル

に
は
市
内
か
ら
十
五
団
体

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で

み
ん
な
の
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
年
目
に
な
っ

た
「
お
ま
つ
り
村
し
は
、

市
民
の
間
に
定
者
し
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
数
の
人
出
で

終
日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

お
ま
つ
り
村
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
芸
能
ま
つ
り
な
ど
が

行
わ
れ
盛
ん
な
声
援
を
受
け
て
い
ま
し

た。
そ
の
ほ
か
、
伝
統
行
事
の
わ
ね
り
や

ね
り
こ
み
羅
漢
ば
や
し
が
市
内
を
ね
り

歩
き
、
ま
た
市
民
芸
能
音
楽
祭
や
市
民

文
化
展
が
聞
か
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

交通事故の相談は

お気軽にどうぞ/

(無料で応じます。)

0午前 9時半~午後 4時半

(平日)

土曜日は正午まで

o弁護士相談日は毎週木曜日

午後 1 時~4 時

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談セン

タ

松山市花園町 1- 3 日本

生命松山市駅ピル 6階

松山調査事務所内

宮 0899⑮ 2335

手遅れにならないうちに、早

めに宇目言炎しましょう。

一
奥
さ

+り

aリ

」

一

=
=
a
B
-
H

V
広
島
県
庄
原
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
広
島
市
か
ら
車
で
一
時
間
位
の
山

に
固
ま
れ
た
所
で
す
。

V
主
人
(
博
康
さ
ん
)
と
は
、
昭
和
四

十
二
年
に
広
島
市
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

結
婚
式
は
、
昭
和
四
十
六
年
六
月
に
大

洲
市
で
挙
げ
ま
し
た
。

V
子
供
は
、
長
女
亜
由
美
(
十
六
歳
・

高
二
と
次
女
桂
子
(
ト
二
歳
・
中
こ

の
二
人
で
す
。

V
結
婚
し
て
か
ら
七
年
ほ
ど
は
広
島
市

で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
主
人
が
長

男
で
す
の
で
、
昭
和
五
十
三
年
に
大
洲

市
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
大
洲
市
に
来
て
、
最
初
は
少
々
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
が
、
結
婚
し

て
か
ら
は
、
正
月
、
お
盆
な
ど
良
く
訪

ず
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
持
に
大
洲
と

い
う
土
地
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
す
ね
o

v
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
、
家
の
仕
事

(
豆
腐
製
造
)
の
関
係
で
朝
四
時
起
床

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
覚
悟

し
て
き
ま
し
た
の
で
、
別
に
つ
ら
い
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
住
め
ば
都
と
い
い
ま
す
が
、
伝
統
行

事
な
ど
も
多
く
、
楽
し
く
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

V
主
人
に
は
健
康
に
注
意
し
て
さ
え
く

れ
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ
注
文
は
あ
り
ま

せ
ん
。

新
刊
図
書
案
内

幻
世
紀
を
生
き
る
君
た
ち
へ

小
山
内
差
江
子
著

鉄
砲
を
す
で
た
日
本
人
N
ペ
リ
ン
著

決
定
版
昭
和
史
4
・
H
毎
日
新
聞
社

漫

画

昭

和

史

金

森

健

生

著

ダ
ダ
イ
ス
ト
辻
潤
玉
川
信
明
著

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
日
山
梨
県

す
べ
て
の
道
は
ロ

i
マ
に
通
ず

井
上
靖
他
著

人
物
ア
メ
リ
カ
史
3
・
4

集
英
社

ど
う
映
っ
て
い
る
か
日
本
の
姿

世
界
の
教
科
書
か
ら

N
H
K
取
材
班

担

世

紀

は

警

告

す

る

ク

経

済

白

書

日

経

済

企

画

庁

編

会
社
を
漬
さ
な
い
打
の
カ
ル
テ

坪
内
寿
夫
他
著

お
じ
ぎ
と
盃

L
・
ク
リ
シ
ェ
他
著

権
力
の
解
剖
J
-
K
・
ガ
ル
プ
レ
ス
ス
著

気
象
な
ん
で
も
百
科
高
橋
浩
一
郎
著

名
医
が
答
え
る
健
康
バ
イ
ブ
ル

大
熊
由
紀
子
編

朝

鮮

の

食

べ

も

の

鄭

大

菅

著

米

を

追

う

中

西

博

文

著

大
相
撲
の
す
が
た
高
橋
義
孝
著

私
と
つ
れ
あ
い
村
上
リ
ウ
著

ふ
だ
ん
着
の
作
家
た
ち
森
田
正
治
著

手
と
目
と
声
と
灰
谷
健
次
郎
著

地

籍

大

原

富

枝

著

天
玩
院
篤
姫
上
・
下
宮
尾
登
美
子
著

お
じ
い
さ
ん
の
台
所
佐
橋
慶
女
著

上

「

子

チ

ャ

l
ズ
遠
藤
誉
著

伝

奇

集

ボ

ル

ヘ

ス

著
書

館

図
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万葉集の植物"
移動博物館
10月19日から24日まで、

大洲市立博物館で、万葉

集の中でうたわれている

植物が展示されました。

県立博物館と市教育委員

会が主催し、万葉集の中

から 100首を選び、植物
の写真・標本を紹介しま

した。

南予の道路網を考える
10月25日、市民会館で「南予地域の幹
線道路網計画に関する講演会」が開催さ

れ関係者 300人が聴講しました。愛媛大
学教授の横山昭市氏と建設省の佐野正道

氏を講師に招き、南予地域の幹線道路網

計画やそれによる経済効果についての講

j寅を熱心に聞きいっていました。

大洲の秋を満喫
川崎市から修学旅行生
神奈川県の生!日高校 ()I[崎市)の生徒87人が
10月 4 ・5上J);jJ十[r打をdHれ、 イモ占屈り、 カジカ
取りや伝統産業の見学など大洲の 1日を楽しみ

ま Lた。写真は上須戒でイモ堀りを楽しむ生徒
たちです。

障害者スポーツのつどい
10月30円、旧北中グランドで大洲市障害者ス
ポーツの集いが、関係者など 350人が参加しご
irわれました。スポーツを通じてt浅吉Eの[r市袋と
体力の維持増強などを 1j的に、大洲市国際陣吉:
ζ{jミ推進協議会がI'..催した運動会です。

平
野
運
動
公
園
プ
l
ル

入
場
者
数
あ
て
ク
イ
ズ

当

選

考

平
野
運
動
公
園
プ
!
ル
の
七
月
一

日
か
ら
八
月
末
ま
で
の
同
ブ
l
ル
の

入
場
者
総
数
を
あ
て
る
ク
イ
、
ス
を
行

い
ま
し
た
。
ク
イ
ス
に
は
約
千
七
百

人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
正
解

は
七
万
七
千
七
百
九
卜
一
九
人
で
、
正

解
者
は
む
ら
ず
近
か
っ
た
，
一
人
に
記

念
品
の
時
計
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
も
近
か
っ
た
の
は
、
「
七
万
八
千

四
百
五
ト
一
二
人
し
と
符
え
た
北
条
市

の
た
ま
い
ひ
ろ
み
さ
ん
(
小
二
で

第
一
-
位
は
「
七
万
七
千
五
卜
同
人
」

の
八
幡
浜
市
の
山
中
小
和
夫
さ
ん
(
中

一
一
)
で
し
た
。

ロ
月
幻
自

1
1
月
刊
日

年
末
年
始
の
交
通
安
全

県
民
運
動

10月末までの
大洲市内の交通事故

10月末 I~í; _q~ 
i士允 年 1I，;J 邦i

件点下140-1-136

竺!?出-!?!巳l
死{3! 3 I 4 
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おおず広報

乳
幼
児

健

診

実

施

日

該

当

者

ロ
月
4
日
(
火
)
昭
和
白
年
7
月
生

ロ
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
4
月
生

ロ
月
日
日
(
木
)
昭
和
田
年
5
月
生

四
月
四
日
(
火
)
昭
和
四
年
1
月
生

ロ
月
お
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
l
u時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
子
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
の
集
団
検
診

料受 1212 
付ー月月
底手 1918 
金問日日

9 8 7J'(少く
0 時~~

o ¥ 
円 10 1呆
時健
30クセ
分
タ

世〈穆一

gqj
一。1
5咋

婦
人
の
集
団
検
診

ロ
月
四
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

ロ
月
初
日
(
木
)

ロ
月
幻
日
(
金
)
市
民
会
館

受
付
時
間
日
時
i
u時

検
診
内
容
(
)
は
料
金

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

成
人
病核
の
集
団
検
診

結
ロ
月
四
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

9
時
却
分

1
日
時

3
土
寸

1
4土
寸

-
E
A
門
門
H

寸
E
A
n門
H

料
金
は
無
料
で
す
。
婦
人
の
人
に
は
貧

血
検
査
も
行
い
ま
す
。

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

ロ
月
四
日
(
水

成
人
歯
科
相
談

ロ
月
2
日一

ロ
月
9
日一

ロ
月
日
日
↑

ロ
月
お
日
一

四
月
初
日
}

1
月
1
日
市
立
大
洲
病
院

宮

(
ω
2
1
5
1

加
戸
外
科
病
院

宮

(
ω
5
1
0
1

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

大
洲
中
央
病
院

E
@
4
5
5
1
 

1
月
2
日

1
月
3
日

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金

一

封

阿

蔵

管

崎

久

子

金

一

封

長

谷

谷

本

熊

雄

金

一

封

森

山

成

城

要

太

郎

金
一
封
(
お
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)

西
山
根

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
毛
利
裕
司

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
八
多

喜
公
民
館
・
八
多
喜
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
八
多
喜
剣
道
部
・
大
洲
喜
多
剣
道

会

へ

)

八

多

喜

町

泉

道

徳

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
禅
ヰ
主
化
圏
会

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

明
る
い
お
正
月
を

十
二
月
は
、
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
」
の
期
間
で
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
H

善
意

の
心
H

で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

相談ごと案内
いずれも無料ですので、::f.:，'気

軽にご利用ください。

惨交通事故相談

と き 12月10日 10日寺~15日寺

12月20日ク

ところ 市役所第三会議室

惨人権相談

と き 12月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 12月 3日

12月10日

12月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 12月15日 10時一15時

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

くださいo fi⑫ 3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 12月20日 9 時~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 12月27日(第 4木曜日

13時~16時

ところ 大洲市保健センタ

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲宮

⑫6100)、大洲福祉会館

(新谷E匂8947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

13日寺~16日寺;

ク

ヤマこ
'-" 

~亡，
〆r、、-
M 内

月日 当番業者 合 月日 当番業者 t主

12月2日 西田水道底 26-0265 12月30日 岡福水道工事底 24-3656 
休

25-4107 日
12月9日 星加鉄工所 26-0020 12月31日 奥田水道商会 24-3674 の
12月16日 三原設備 24-3783 1月1S 淳山水道工事庖 24-2583 漏
12月23日 いの水道工事庖 24-2216 1月2日 神田鉄工所

24-2412 水23-3004 

12月28日 内田電気水道設備
25-5532 

1月3日 城戸電業社 25-2944 修25-2858 
理

12月29日 大塚鉄工所 25-0300 
ノ

η
/』

i後

コレ==ロ

表
紙
の
わ
が
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

今
回
で
終
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
に
、
紙
面
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
も
あ
と
一
か
月
あ
ま

り
l
。
な
に
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で

す
が
、
カ
ゼ
や
事
故
に
注
意
し
て
、
元

気
で
新
し
い
年
が
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
|
|
。

(
M
)
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